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『勝負の終わり』『しあわせな日々』における
「苦しむ身体」が表現しているもの

身体的条件において非対称であるハムとクロヴという2人組みにとって、苦しむ身体とは2人のレベル差が「死」という状況で一致するまで、自らを恐怖の中に閉じ込める監獄である。またベケット劇では、不自由な身体の延長に舞台装置がある。ネルとナッグのドラム缶にしてもウィニーの円丘にしても、排泄物や元身体であった有機物が溶け込んでいると思われるが、崩れた身体は劇の開始から空気と一体化し、見る側の想像力を喚起し観客を登場人物に集中させるという役割を担っている。

『しあわせな日々』でウィニーの置かれている状況と台詞のズレは人間一般における言語と肉体、理性と本能の調和とはかけ離れている。彼女のお喋りの中には真実は1つもない。終盤では自分がまだ正気である事を確認し、一幕目で繰り返していた「今日もしあわせな1日になるわ」という台詞を二幕目では一度しか言わなくなる。現実から目を反らす事に疲れた彼女の精神は、壊れていく体に従順になるのである。

